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研究分野の分類 1 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ □ 環境・エネルギー ■ その他 
キーワード(5 個以内) 遠赤外領域 ミリ波 サブミリ波 強磁場 ESR 
研究情報の名称 高周波(遠赤外領域)電子スピン共鳴(ESR)測定装置 
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強磁場・超低温・高周
波の極限環境での
ESR測定 
古典的なスピン系に
よる長距離の磁気秩
序を示す磁性体の基
底状態 
ナノ領域で現れる古典論では記述で
きない量子論的現象の理解と応用 
 
磁性研究の発展 
古典的なスピン系で
は理解できない磁気
的振る舞いをどのよ
うに理解するか 
量子論的電子スピンの
振る舞いの理解と現象
の観測 
フラストレーション
磁性体, 低次元磁性
体に関する基底状態
○  遠赤外領域開発研究センターで開発を行った, 高周波 ESR 測定装置であり, パルス強磁場
や定常磁場を用い, 遠赤外領域の光源を用いて ESR 測定が行える.  
遠赤外光源:  ジャイロトロン : 最高 610 GHz 
       ガン発振器 : 95, 115, 120 GHz 
         ベクトルネットワークアナライザー : 35 GHz～110 GHz 
             Orotron : 180 GHz～210 GHz 
磁場    : パルス磁場 ～ 40 T,  定常磁場 ～16/18 T 
      温度      : 希釈冷凍機温度 ～ 室温 
 
上記の, 強磁場, 超低温を組み合わせて, 磁気的フラストレーションを持つ磁性体や低次元磁性体の
示す, 特異な基底状態と励起状態についての研究を行っている. 
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